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無敵！明治バイソン完全試合で優勝！
～飯塚市二瀬地区少年ソフトボールオープン大会～

日頃の学習の成果を発揮し、地域の方とふれあいました！
～宇美商フェスタが行われました～

　10月 27日（土）に宇美商業高校において、宇美商フェスタが開催

されました。創立50周年を向かえ、記念の年となった今年は、小雨

の降る中での開催となりましたが、親子連れなど、たくさんの人でに

ぎわいました。この宇美商フェスタは、商業高校の特色を活かして、

生徒が「仕入れ」、「販売」を行っています。

　今年のテーマとなっている「愛縁機縁～笑顔のおすそわけ～」にふ

さわしく、お客様に笑顔で接する生徒達の姿が印象的でした。また、

芸術棟では、文化部の作品展示も行われ、こちらにも多くの方が訪れ

ました。生け花や写真などの作品に、来場者は見入っていました。
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ジュニア陸上教室の２選手が大会新で見事優勝！
～福岡県小学生秋季陸上大会～

　11 月 3 日（土）、博多の森陸上競技場において、第６回

福岡県小学生秋季陸上大会が開催されました。

　この大会において、ジュニア陸上教室（宇美ＧＴＣ）の

橋口采音さん（原田小）が４年女子１００ｍ、藤木なな美

さん（宇美小）が１年女子 50 ｍで見事に優勝、片平悠人

君（桜原小）が５年男子走幅跳で３位に入賞しました。

　また、橋口さん、藤木さんはどちらも大会新記録を樹立

しての優勝で、今後の活躍がさらに期待されています。
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秋晴れの中、楽しく歩きました～町民ウォーキング開催～

 11 月 4 日（日）、宇美町役場から昭和の森までを歩く町民

ウォーキングが開催されました。

　当日は、９時半に役場を出発し、昼食を秋真っ盛りの昭

和の森で楽しみました。

その後下山し、14 時半に役場に到着する

というゆったりとしたスケジュールで行

われました。

 絶好の秋晴れのもと、役員、参加者の約

50 名がゆっくりと自然を満喫しながら、

心地よい運動で気持ちのいい汗をかいて

いました。
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　10 月 28 日（日）に当町において、宇美町、須恵町、志免町

の消防団による３町合同訓練が行われました。

　この訓練は、年１回開催されており、これまで救命救急の訓

練や、土嚢づくりなどを行ってきました。今年は、郡内で大き

な火災が起きたことから、宇美南中学校で火災が発生し、須恵

町と志免町の消防団に応援を要請したという設定で、防火訓練

が実施されました。

　当日は、３町の消防団と粕屋南部消防署が連携し、はしご車

も出動した本番さながらの消火訓練となりました。

町の安全を守るために！！
～３町合同防火演習が行われました～
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町内の自衛消防隊
～第22回屋内消火栓・消火器操法大会が行われました～

　10 月 19 日（金）に中部消防署において、第 22 回屋内消火栓・消火器操

法大会が行われました。この大会は、自主防災の確立を図るため各事業所の

自衛消防隊による訓練をし、有事の際に初期消火活動の態勢を強固にするた

め平成３年より行われています。

　第 22 回目をむかえた今年は、秋晴れの中、糟屋郡内から事業所や他町の

職員など全 40 チームが参加し、宇美町からも宇美町役場を含め５チームが

参加しました。どのチームも、日頃の訓練の成果を発揮し、息の合った消火

技術を披露しました。
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桜原小学校で理科の研究授業が行われました
～国立教育政策研究所の教育課程研究指定事業～

　平成 24 年度飯塚市二瀬地区少年ソフトボールオープン大会が、10

月８日（祝）飯塚市伊岐須小学校・二瀬中学校両グラウンドで行わ

れました。遠くは山口県や長崎県からチームが参加したこの大会は、

県内と合わせて 33 チームが熱戦を繰り広げました。

　決勝戦では、明治バイソンが３対０で長崎県の大浦メッツを下し

て見事優勝しました。

　決勝戦で完全試合を成しとげたエースの城谷優哉君（原田小６年）

は、「絶対優勝すると、強い気持ちで投げました。パーフェクトゲー

ムができたのも、仲間がしっかり守ってくれたおかげです」と話し

てくれました。

　11月９日（金）に、桜原小学校において研究授業が行われ

ました。これは、国立教育政策研究所が主催しており、今回

桜原小学校が選ばれた理科の科目では、全国で２校が指定を

受けて平成 23、24年度と研究を進めてきました。

　桜原小学校では、理科の実験を通して、仮説や実験結果、ま

とめ等に力を入れ、科学的思考力、表現力を培う言語活動の

あり方を提案しました。

　実際の授業の中でも、子ども達は実験前に自らの仮説を発

表し、また「同

じです」「○○

さんの意見と

似ています」等、発表があるたびに発表者以外からも声が上がり、教

室中が活気ある雰囲気の中で授業が進められていました。

　当日は、全国から３３２人の教育関係者が桜原小学校を訪れ、熱心に

授業に取り組む子ども達を見ていました。子ども達は、たくさんの人

たちが見ている中、少々緊張した面持ちながらも、楽しく実験を行っ

たり、活発に発表を行っていました。
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